
本
洞
、
藤
棚
炭
鉱
売
却
後
の
麻
生
商
店
の
有
価
証
券
投
資

は

じ

め

に

本
稿
の
課
題
は
、
筑
豊
地
場
の
有
力
鉱
業
主
で
あ
っ
た
麻
生
家

・

麻
生
商
店

（以
下
両
者
を
総
称
し
て
麻
生
と
記
す
場
合
が
あ
る
）
の
、

本
洞
、
藤
棚
炭
鉱
売
却

（明
治
四
〇
年
）
以
後
に
お
け
る
有
価
証
券

投
資
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
麻
生
商
店
は
明
治
三

〇
年
代
に
三
井
財
閥
か
ら
多
額
の
借
入
金
を
行

っ
て
炭
鉱
業
経
営
の

拡
張
を
図

っ
た
が
経
営
難
に
陥
り
、
結
局
所
有
炭
鉱
の

一
部
を
三
井

鉱
山
に
売
却
す
る
こ
と
に
よ
リ
ピ
ン
チ
を
凌
い
だ
。
炭
鉱
売
却
後
の

経
営
展
開
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
稿
で
述
べ
た
が
、
そ
こ
で
は
炭
鉱

業
を
中
心
に
論
じ
て
い
て
、
有
価
証
券
投
資
の
展
開
に
つ
い
て
は
充

分
に
論
じ
て
い
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
別
稿
を
補
完
す
る
意
味
で
有

新

鞍

拓

生

価
証
券
投
資
に
絞

っ
て
論
じ
る
。

麻
生
商
店
の
有
価
証
券
投
資
に
つ
い
て
は
畠
山
秀
樹
氏
の
論
考
が

あ
る
。
畠
山
氏
は
明
治
三
〇
年
代
か
ら
炭
鉱
売
却
前
後
の
時
期
に
お

け
る
麻
生
商
店
の
経
営
構
造
を
検
討
さ
れ
、
麻
生
商
店
の
有
価
証
券

投
資
は
三
〇
年
代
前
半
に
は
九
州
鉄
道

（九
鉄
）
に
偏

っ
て
い
た

が
、
借
入
金
返
済
の
た
め
同
社
株
式
を
売
却
、
そ
の
後
炭
鉱
売
却
に

よ
り
得
ら
れ
た
益
金
は
、
炭
鉱
業
の
拡
張
お
よ
び
有
価
証
券
投
資
に

向
け
ら
れ
た
と
さ
れ
た
。
九
鉄
株
式

へ
の
集
中
的
な
投
資
行
動
の
戦

略
的
意
義
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
い
が
、
当
該
期
に
お
い
て
は
九

鉄
株
式
の
よ
う
な
集
中
的
な
投
資
が
あ
っ
た
の
か
、
麻
生
に
お
い
て

は
ど
の
よ
う
な
動
機
に
基
づ
い
て
投
資
が
行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
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本
稿
で
取
り
扱
う
時
期
は
、
炭
鉱
売
却
以
後
大
正
九
年
反
動
恐
慌

前
ま
で
で
あ
る
。
終
期
を
大
正
八
年
と
し
た
の
は
、
麻
生
を
取
り
巻

く
マ
ク
ロ
的
な
経
営
環
境
が
八
年
ま
で
と
九
年
以
降
は
異
な
る
、
と

い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
麻
生
家
当
主
麻
生
太
吉
の
企
業
家
と
し
て
の

活
動
が
、
九
年
前
後
を
境
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
も
よ
っ
て
い

る
。
麻
生
太
吉
の
企
業
家
活
動
は
九
年
頃
ま
で
は
麻
生
商
店
を
中
心

に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
九
州
水
力
電
気

（九
水
）
を
中
心

と
す
る
電
力
業
で
の
活
動
が
顕
著
と
な
っ
た
。
麻
生
の
企
業
者
活
動

の
電
力
業

へ
の
シ
フ
ト
と
と
も
に
、
有
価
証
券
投
資
も
九
水
に
重
点

を
お
い
た
も
の
と
な
っ
た
が
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
そ
れ
以
前
の
有

価
証
券
投
資
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
　

有
価
証
券
投
資

の
概
略

ま
ず
、
麻
生
商
店
の
経
営
全
体
に
お
い
て
有
価
証
券
投
資
が
ど
の

程
度
な
さ
れ
て
い
た
か
を
示
し
て
お
こ
う

（表
１
）。
借
入
金
返
済

前
の
明
治
三
八
年
末
時
点
の
総
資
産
は
一
八
二
万
円
、
う
ち
一
四
九

万
円
が
固
定
資
産
で
あ
り
総
資
産
の
八
二
。
一
％
を
占
め
て
い
た
。

有
価
証
券
投
資
は
一
〇
万
円
程
度
で
あ
っ
た
。
炭
鉱
売
却
後
の
四
〇

年
末
時
点
で
は
総
資
産
は
八
万
円
増
加
し
た
が
、
固
定
資
産
は
八
一

万
円
と
炭
鉱
売
却
の
た
め
価
額
を
減
ら
し
た
。　
一
方
有
価
証
券
は
四

八
万
円
と
三
八
年
に
比
べ

一
挙
に
三
七
万
円
も
増
加
し
た
の
で
あ

る
。
炭
鉱
売
却
金
は

一
二
五
万
円
で
あ

っ
た
か
ら
、
売
却
金
の
三
分

の

一
近
く
が
わ
ず
か
半
年
あ
ま
り
の
間
に
有
価
証
券
の
投
資
に
回
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
総
資
産
は
大
正
三
年
ま
で
に
一
〇
〇
万

円
以
上
増
加
し
た
が
、
そ
の
内
訳
は
固
定
資
産
が
八

一
万
円
増
と
倍

増
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
有
価
証
券
は
四
万
円
程
度
し
か
増
加
し

て
い
な
い
。
麻
生
商
店
は
第

一
次
大
戦
前
に
炭
鉱
業
の
拡
張
を
中
心

に
経
営
展
開
を
図

っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
大
戦
中
に
か
け
て
総
資

産
は
増
加
し
続
け
た
が
、
こ
こ
で
は
固
定
資
産
も
流
動
資
産
も
と
も

に
増
加
し
て
い
る
。
有
価
証
券
も
増
加
し
て
い
る
。
株
式
会
社
化
し

た
時
点
で
麻
生
商
店
所
有
の
有
価
証
券
は
す
べ
て
麻
生
家
に
譲
渡
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
八
年
末
時
点
に
お
け
る
麻
生
家
の
有
価
証
券
所
有

一局
は

一
四
三
万
円
で
あ

っ
た
。
六
年
末
時
点
に
比
べ
て
五
六
万
円
弱

の
増
加
を
示
し
て
お
り
、
ブ
ー
ム
期
に
は
炭
鉱
業
の
拡
張
と
と
も
に

有
価
証
券
投
資
も
活
発
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

つ
ま
り
当
該
期
に
お
い
て
麻
生
の
有
価
証
券
投
資
は
、
資
金
に
余

裕
の
あ
る
炭
鉱
売
却
後
、
あ
る
い
は
景
気
が
好
況
局
面
に
あ
る
大
戦

ブ
ー
ム
期
に
お
い
て
増
加
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
内
部
に
余
裕
資
金

が
あ
る
時
に
積
極
的
に
行
わ
れ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
有
価
証
券
投

資
の
目
的
は
、
短
期
的
な
売
却
利
益
な
い
し
配
当
金
を
目
当
て
と
し
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固定資産

流動資産

(う ち有価証券)

出資・払込資本金

積立・繰越金

利益金

負 債

(う ち借入金)

表 1 貸借対照表

1,495    809  1,314  1,439

326  1,092    900  1,076

109    483    424    527

600    600    600

993  1,410  1,685

92      7

112    223

(千円)

1,623  2,119  2,377  6,054

1,314  1,364  1,980  2,137

525    605    872      0

600    600    600  5,000

1,961  2,392  2,228    257

48     33    318    774

327    457  1,212  2,160

148    240    758    963

::普:  40年  42年  44年  考〉1:  4年   6年   8年

資産 =負債合計 1,821  1,901  2,213  2,515   2,937  3,482  4,358  8,191

出所 :麻生商店各期「原簿」 (一部「日記帳」)よ り作成

注 1:時期によってはデータが欠落しているものもある

2:大正 8年以外は各年下期のデータ

3:大正 8年の有価証券は麻生家所有により麻生商店分はなし

4:借入金は支払手形を含む

て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
詳
述
す
る

余
裕
は
な
い
が
、
購
入
し
た
有
価
証
券
を

一
年
未
満
で
売
却
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
後
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
利
益
金
の
計

上
に
お
い
て
配
当
金
の
占
め
る
割
合
は
低
か
っ
た

（表
２
）。
配
当

金
か
ら
支
払
い
利
息
を
差
し
引
い
た
額
を
有
価
証
券
投
資
の
利
益
と

仮
定
す
る
と
、
明
治
四
〇
年
を
除
い
て
配
当
金
利
益
は

一
万
円
を
下

回
っ
て
い
た
。
麻
生
商
店
の
有
価
証
券
投
資
を
配
当
金
目
当
て
と
単

純
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

つ
ぎ
に
有
価
証
券
投
資
の
概
略
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
炭
鉱
売
却

前
か
ら
株
式
会
社
設
立
後
ま
で
の
有
価
証
券
の
投
資
状
況
を
み
た
も

の
が
表
３
で
あ
る
。
明
治
三
八
年
で
は
九
鉄
株
が
な
い
こ
と
を
除
け

ば
明
治
三
〇
年
代
初
期
の
状
況
、
す
な
わ
ち
嘉
穂
銀
行
お
よ
び
若
松

築
港
株
式
が
多
く
を
占
め
る
構
造
が
続
い
て
い
た
。

し
か
し
炭
鉱
売
却
後
短
期
間
に
有
価
証
券
投
資
が
活
発
に
行
わ
れ

た
。
特
に
投
資
が
行
わ
れ
た
の
は
東
京
鉄
道
株
で
あ
り
、
同
社
株
式

は
全
投
資
額
の
六
七

。
二
％
、
お
よ
そ
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
の

で
あ
る
。
ま
た
九
鉄
、
新
た
に
博
多
瓦
斯
、
津
屋
崎
活
洲
と
い
っ
た

地
方
株

へ
の
投
資
も
な
さ
れ
た
が
、
額
面
は
さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
麻
生
の
関
心
が
筑
豊
地
方
か
ら
よ
り
大
き
な
範
囲

ヘ

と
拡
が

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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盟準  42年  44年  今翠   4年   6年   8年

表 2 損益計算

959  1,947  8,377

103   173   232

876   817   895   1,152  1,205  2,324  9,194

810    614  1,822  5,556

10     41     97

341    500  2,766

売炭額

配当

その他

収入合計

採掘費 。売炭諸掛

利息

その他

支出合計 732   722   879 964  2,363  8,420

利益金 56    241

出所 :麻生商店各期「原簿」(一部「日記帳」)よ り作成

注 1:一部データが欠落しているため利益金が表 1と 異なる期がある

2:大正 8年以外は各年下期のデータ

明
治
四
四
年
に
い
た
る
と
株
式
構
成
は
新
た
な
展
開
を
み
せ
た
。

東
京
鉄
道

一
社
重
点
の
投
資
行
動
か
ら
分
散
的
な
投
資
行
動

へ
と
変

化
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
東
京
鉄
道
は
総
額
五
二
万
七
〇
〇
〇
円
の

う
ち
二
七
万

一
〇
〇
〇
円
と
過
半
数
を
超
え
て
い
た
が
、
額
、
株
数

と
も
に
減
少
し
た
。
代
わ
っ
て
増
加
し
た
の
が
大
阪
織
物
、
堺
セ
ル

ロ
イ
ド

（大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
）
と
い
っ
た
関
西
株
、
嘉
穂
電
灯
、

三
井
電
気
軌
道
、
温
泉
廻
遊
鉄
道
と
い
っ
た
地
元
福
岡
県
な
い
し
北

部
九
州
に
立
地
す
る
電
力

・
鉄
道
株

へ
の
投
資
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

大
阪
織
物
は
麻
生
と
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
安
川
敬

一
郎
が
関
係
す

る
会
社
で
あ
る
。
堺
セ
ル
ロ
イ
ド
株
所
有
の
経
緯
は
後
述
す
る
よ
う

に
三
井
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
。
嘉
穂
電
灯
は
麻
生
家
が
中
心
と
な
っ

て
明
治
四
二
年
に
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
点
で
の
投

資
行
動
の
特
徴
は
投
資
対
象
が
鉄
道
、
電
力
関
連
を
中
心
に
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
投
資
額
の
分
散
が
図
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

大
正
四
年
時
点
で
は
変
化
が
み
ら
れ
た
。
総
額
は
六
〇
万
円
近
く

と
七
万
円
の
増
加
を
示
し
て
い
た
が
、
よ
り
大
き
な
特
徴
は
東
京
鉄

道
株
式
が
売
却
さ
れ
姿
を
消
し
た
こ
と
で
あ
る
。
東
京
鉄
道
に
代

わ
っ
て
株
数
お
よ
び
額
を
増
加
さ
せ
た
の
が
北
海
道
炭
破
汽
船

（北

炭
）、
早
良
鉱
業
、
九
州
電
灯
鉄
道

（九
電
鉄
）、
九
水
、
大
分
水
力

電
気
、
三
井
電
気
軌
道
、
両
筑
鉄
道
、
日
本
電
気
鋼
、
中
日
実
業
な
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ど
で
あ

っ
た
。
こ
の
う
ち
北
炭
が
も
っ
と
も
大
き
い
が
、
こ
れ
は
三

井
家
か
ら
所
有
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
い
る

（後
述
）。
北

炭
以
外
で
大
き
い
の
は
鉄
道
と
電
力
業
に
対
す
る
投
資
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
対
象
も
福
岡
県
内
、
あ
る
い
は
北
部
九
州
地
方
に
所
在
す
る

企
業
が
中
心
で
あ

っ
た
。
特
に
大
分
県
内
に
所
在
す
る
企
業

へ
の
投

資
も
目
に
付
く
。
全
体
的
に
は
明
治
四
四
年
同
様
分
散
的
な
投
資
が

続
い
て
い
た
。

大
戦
ブ
ー
ム
期
ま
で
の
投
資
動
向
を
示
し
た
大
正
八
年
末
時
点
に

お
い
て
投
資
対
象
は
ま
た
大
き
な
変
化
を
み
せ
た
。
九
水
、
日
華
紡

織
、
朝
鮮
紡
織
、
中
津
絹
糸
紡
織
、
大
分
紡
績
、
九
州
産
業
鉄
道
、

大
分
セ
メ
ン
ト
、
幸
袋
工
作
所
ほ
か
に
お
い
て
新
規
投
資
な
い
し
払

い
込
み
の
増
額
が
図
ら
れ
た
。
紡
織
業
や
セ
メ
ン
ト
業

へ
の
進
出
が

み
ら
れ
る
が
、
特
に
増
加
が
顕
著
で
あ
っ
た
の
は
九
水
で
あ
り
、
九

水

一
社
に
有
価
証
券
所
有
高
全
体
の
四
分
の

一
弱
が
投
下
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
大
正
四
年
と
同
様
北
部
九
州
地
方
、
特
に
大
分

県
所
在
の
企
業

へ
の
投
資
が
顕
著
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
和
田
豊
治
に
関
係
す
る
事
業

へ
の
投
資
で
あ
る
。
な
お
麻
生

商
店
が
設
立

（大
正
七
年
六
月
）
さ
れ
て
か
ら
有
価
証
券
は
す
べ
て

麻
生
家
の
所
有
に
帰
し
た
。
こ
れ
は
麻
生
商
店
を
炭
鉱
業
を
中
心
と

し
て
そ
の
関
連
事
業
を
営
む
事
業
会
社
と
位
置
付
け
、
麻
生
家
は
有

価
証
券
所
有
を
通
じ
て
配
当
金
を
受
け
取
る
、
と
す
る
こ
と
が
麻
生

太
吉
に
よ
り
位
置
付
け
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

一
一　
有
価
証
券
投
資
の
戦
略
的
性
格

（―
）投
資
先
の
地
方
別
・
事
業
分
野
別
分
類

以
上
か
ら
分
か
る
よ
う
に
麻
生
の
有
価
証
券
投
資
は
時
期
に
よ
り

投
資
先
の
対
象
が
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
投
資
行

動
の
戦
略
性
を
検
討
す
る
た
め
、
ま
ず
、
投
資
対
象
企
業
の
選
定
に

つ
い
て
お
よ
び
事
業
分
野
の
集
中
に
つ
い
て
み
よ
う
。
表
４
は
、
麻

生
の
有
価
証
券
投
資
の
対
象
企
業
を
地
方
別
お
よ
び
事
業
分
野
別
に

分
類
し
、
投
資
額
全
体
の
な
か
で
の
比
率
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
地

方
別
の
意
味
を
説
明
し
て
お
く
と
、
福
岡
と
は
福
岡
県
内
に
本
社
な

い
し
主
た
る
営
業
活
動
が
あ
る
企
業
、
北
部
九
州
と
は
福
岡
以
外
の

北
部
九
州
地
方

（こ
こ
で
は
大
分
お
よ
び
佐
賀
県
）、
そ
の
他
と
は
前

記
地
方
以
外
の
地
方
の
企
業
で
あ
る
。
ま
ず
明
治
三
八
年
か
ら
み
る

と
、
投
資
地
域
は
福
岡
県
内
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
事
業
分
野
は
銀
行

と
港
湾
に
偏

っ
て
い
た
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
嘉
穂
銀
行
と
若

松
築
港
株
式
を
多
く
所
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
二
企
業
、

お
よ
び
以
前
所
有
し
て
い
た
九
鉄

（そ
Ω
馴
身
の
一
部
は
筑
豊
興
業
鉄

道
）
は
い
ず
れ
も
筑
豊
地
方
を
主
た
る
営
業
範
囲
と
し
て
い
た
こ
と
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表 4 有価証券の投資比率

出所 :表 3よ り作成

注 1:豊後電気鉄道、九州電灯鉄道は電力に組み入れ

2:九州産業鉄道は福岡その他に組み入れ

3:東洋製鉄は福岡その他に組み入れ

4:幸袋工作所は炭鉱関連に組み入れ

5:こ の表でいう地方とは本社が当該地方に存在するかあるいは

その地方に密接に関係していることを指す

6:北部九州は福岡を除く

(%)か
ら
、
麻
生
の
明
治
四
〇
年
以
前
に
お
け
る
投
資
対
象
地
域
は
、
筑

豊
地
方
に
偏

っ
て
い
た
と
い
え
る
。

そ
れ
が
明
治
四
〇
、
四
四
年
に
は

一
変
し
た
。
福
岡
県
地
方

へ
の

投
資
比
率
は
急
減
し
、
代
わ
っ
て
そ
の
他
地
方
で
の
急
増
が
み
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
み
た
よ
う
に
東
京
鉄
道
株
式

へ
の
偏

っ

た
投
資
行
動
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
福
岡
県
地
方
で
は
明
治
四
四
年

に
電
力
業
の
ウ
ェ
イ
ト
が
増
大
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
嘉
穂
電
灯

へ

の
出
資
に
よ
っ
て
い
る
。

大
正
に
入
り
ま
た
投
資
比
率
は
変
化
し
た
。
そ
の
他
地
方
の
所
有

比
率
の
低
下
と
、
そ
れ
に
代
わ
る
北
部
九
州
地
方
の
ウ
ェ
イ
ト
の
増

加
で
あ
る
。
特
に
増
加
し
た
の
が
電
力
関
係
株
式
で
あ
り
、
福
岡
を

含
め
た
北
部
九
州
地
方
で
は
、
同
地
方

へ
の
投
資
総
額
の
四
割
程
度

地方 業種 明38 明40 明44 大 4 大 8

福   岡 炭鉱関連

鉄  道

銀  行

電  力

港  湾

そ の 他

10.1    2.0    2.8    2 2    5 0

00   5.8   0.3   4.3   3.5

45.7   10 4    9.4    8.3   4.0

1.7   0 0   19.0   23.6   6 9

35.7    8.4    7.6    6.7    3.5

0.6   2.1   0.0   0.9  11.9

/」  ヽ  計

北部九州 炭鉱関連

鉄  道

銀  行

電  力

港  湾

そ の 他

0.0   0.0   0.0   0.0   0.o

00   0.0   0.2   0.0   1.0

00   00   00   0.5   07
0.0    0.0    0.0   10.7   25 1

0.0   0.0   0.0   0.0   0.0

00   0.0   00   8.9  11.2

小  計 20 2

そ の 他 炭鉱関連

鉄  道

銀  行

電  力

港  湾

そ の 他

0.0    0.0    0.0   17 4    2.4

0 0   67.3   51 4    0.0    0.0

1.9   0.0   0.O   o.0   00

0.0   0.0   0_0   02   00
0.0   0.0   0.0   0.0   00

4.4    4.0    9 3   16.3   24.6

小  計 60.7 33.9

合  計 100.0  100.0  100_0  100 0  100.0
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が
電
力
関
係
の
株
式
に
投
資
さ
れ
た
。
そ
の
他
地
方
で
の
比
率
の
減

少
は
、
東
京
鉄
道
お
よ
び
北
炭
株
式
の
所
有
高
の
減
少
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
こ
れ
ら
か
ら
、
麻
生
の
関
心
が
、
大
正
に
入

っ
て
か

ら
は
北
部
九
州
地
方
を
活
動
舞
台
と
す
る
企
業
、
特
に
電
力
業
関
連

の
企
業
に
向
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

（２
）投
資
行
動
の
動
機
付
け

こ
れ
ま
で
述
べ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
結
論
か
ら
先
に
い
え
ば
、
こ

の
時
期
の
麻
生
の
投
資
選
定
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
に
タ
イ
プ
分
け

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず

一
つ
め
に
電
力
業

へ
の
有
価
証
券
投
資

で
あ
り
、
こ
こ
で
は
嘉
穂
電
灯
、
九
水
等
が
該
当
す
る
。
第
二
に
筑

豊
鉱
業
主
間
の
協
調
行
動
と
し
て
の
有
価
証
券
投
資
で
あ
る
。
第
二

に
財
界
の
大
物
和
田
豊
治
の
指
示
に
よ
る
有
価
証
券
投
資
で
あ
る
。

以
上
の
三
タ
イ
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
ま
っ
た
く
関
連
が
な
い
訳
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
九
水

へ
の
投
資
は
電
力
業

へ
の
投
資
で
あ
る
と
同
時

に
、
和
田
豊
治
と
の
関
係
強
化
の
目
的
も
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
つ
ま
り
新
た
な
産
業
分
野
へ
の
資
本
参
加
の
側
面
と
、
財
界
に

お
け
る
麻
生
み
ず
か
ら
の
地
位
の
維
持
と
が
、
同
じ
株
式
投
資
に
お

い
て
同
時
に
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
各
企

業
株
式
の
投
資
を
行
う
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

①
筑
豊
鉱
業
主
に
よ
る
集
団
的
な
所
有

堺
セ
ル
ロ
イ
ド
　
麻
生
の
堺
セ
ル
ロ
イ
ド
株
式
所
有
は
明
治
四

一
年

に
始
ま
る
。
麻
生
は
す
で
に
同
社
株
式
を
二
〇
〇
株
所
有
し
て
い
た

が
、
朝
吹
英
二
か
ら
勧
誘
を
受
け
、
さ
ら
に
所
有
株
数
を
増
加
さ
せ

た
。
朝
吹
は
三
井
財
閥
の
人
間
で
あ
る
が
、
当
時
同
社
の
発
起
に
関

す
る
業
務
を
行

っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
朝
吹
は
井
上
馨
が
麻
生
を

推
挙
し
た
こ
と
に
よ
り
、
麻
生
に
対
し
同
社
株
式
の
一
〇
〇
〇
株
所

有
を
求
め
た
。
ち
な
み
に
丼
上
は
同
時
に
貝
島
太
助
に
も

一
〇
〇
〇

株
を
所
有
す
る
よ
う
朝
吹
に
指
示
し
て
い
る
。
朝
吹
が
麻
生
お
よ
び

貝
島
に
対
し
て
同
社
株

一
〇
〇
〇
株
所
有
を
持
ち
か
け
た
の
は
、
彼

が
麻
生
、
貝
島
と
同
じ
筑
豊
鉱
業
主
で
あ
る
安
川
敬

一
郎
に
も

一
〇

〇
〇
株
所
有
を

（井
上
承
認
の
上
で
）
依
頼
し
て
い
た
関
係
上
、
同

数
の
株
式
所
有
で
な
け
れ
ば
麻
生
、
貝
島
の
顔
が
立
た
な
い
と
判
断

し
た
か
ら
で
あ
る
。
朝
吹
は
三
井
と
密
接
な
関
係
の
あ

っ
た
麻
生
、

貝
島
に
つ
い
て
は

「内
輪
」
、
安
川

に
つ
い
て
は

「比
較
的
当
方

（４
）

〔三
井
家
の
意
〕
に
と
り
て
ハ
他
人
関
係
」
と
認
識
し
て
い
た
。
麻

生
は
朝
吹
の
依
頼
に
対
し
て
難
色
を
示
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

朝
吹
は
麻
生
、
貝
島
は
三
井
の

「内
輪
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
、
ま

た
井
上
の
要
望
も
あ
る
こ
と
を
麻
生
に
示
し
、
同
社
株
式
の

一
〇
〇

〇
株
所
有
を
麻
生
に
対
し
て
要
請
し
た
。
結
局
麻
生
は
合
計
三
〇
〇
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株
を
所
有
し
た
が
、
こ
の
時
点

（明
治
四

一
年
）
で
三
井
家
は
筑
豊

御
三
家
に
つ
い
て
、
麻
生
と
貝
島
を
三
井
系
と
し
て
認
知
し
て
お

り
、　
一
方
安
川
は
非
三
井
系
の
位
置
付
け
で
あ
っ
た
。
な
お
、
麻
生

所
有
の
同
社
株
式
は
大
正
五
年
に
す
べ
て
売
却
さ
れ
た
。

北
海
道
炭
破
汽
船
（北
炭
）

麻
生
の
北
炭
株
所
有
は
大
正
三
年
に
団

琢
磨
か
ら
筑
豊
鉱
業
主
に
対
し
て
所
有
を
依
頼
さ
れ
て
応
じ
た
こ
と

に
端
を
発
し
て
い
る
。
同
年
五
月
二
日
付
の
安
川
敬

一
郎
発
麻
生
太

吉
宛
書
簡
に
よ
る
と
、
安
川
は
北
炭
優
先
株
所
有
を
団
か
ら
依
頼
さ

れ
た
。
団
は
安
川
に
対
し
て

「可
成
我
々
地
方
同
業
者

〔安
川
以
下

筑
豊
鉱
業
主
〕
に
て
多
く
を
引
受
け
さ
せ
度
」
と
希
望
し
た
。
そ
れ

を
受
け
て
安
川
は
、
麻
生
、
他
の
鉱
業
主
と
し
て
貝
島
太
助
、
中
野

徳
次
郎
、
伊
藤
伝
右
衛
門
、
堀
三
太
郎
に
所
有
を
依
頼
し
て
い
る
。

安
川
は
そ
の
上
で
北
炭
株
所
有
の
諾
否
を
個
々
の
鉱
業
主
か
ら
聞

き
、　
一
同
が
ま
と
ま
っ
て
行
動
を
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
な
お
麻

生
に
は
す
で
に
団
か
ら
北
炭
優
先
株
所
有
に
つ
い
て
申
し
入
れ
が

あ

っ
た
よ
う
で
あ
り
、
麻
生
は
上
京
の
折
に
団
と
協
議
し
、
（他
の

筑
豊
鉱
業
主
と
も
協
議
の
上
）
北
炭
株
所
有
を
決
定
し
た
。
ち
な
み

に
麻
生
所
有
の
同
社
株
式
は
大
戦
ブ
ー
ム
期
、
お
よ
び
大
正
末

。
昭

和
初
期
に
売
却
さ
れ
た
。

大
分
紡
績
　
大
分
紡
績
株
所
有
の
経
緯
は
分
か
ら
な
い
が
、
同
社
第

一
回
営
業
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
株
主
名
簿
を
み
る
と
同
社
の

総
株
数
は
三
万
株
で
あ
り
、
大
分
県
在
住
の
長
野
善
五
郎
が
筆
頭
で

二
〇
〇
〇
株
、　
一
〇
〇
〇
株
が
同
じ
く
大
分
県
在
住
の
帆
足
俊
作
、

甲
斐
治
平
、
野
内
四
郎
七
、
お
よ
び
大
分
県
出
身
で
東
京
府
在
住
の

和
田
豊
治
、
福
岡
県
在
住
で
筑
豊
鉱
業
主
の
安
川
敬

一
郎
、
中
野
徳

次
郎
、
麻
生
太
吉
、
堀
三
太
郎
で
あ

っ
た
。
ま
た

一
〇
〇
〇
株
に
つ

ぐ
五
〇
〇
株
所
有
者
は

一
一
名
お
り
、
そ
の
う
ち
大
分
県
在
住
者
が

八
名
、
残
る
三
名
の
う
ち
浜
口
吉
右
衛
門
は
九
水
役
員
、
荘
田
平
五

郎
は
大
分
県
出
身
者
で
あ
る
。
麻
生
に
よ
る
大
分
紡
績
株
式
の
所
有

は
、
筑
豊
鉱
業
主
の
協
調
行
動
に
基
づ
く
所
有
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
し
も
と
を
辿
れ
ば
こ
の
筑
豊
鉱
業
主
の
協
調
行
動
は
、

和
田
豊
治
の
依
頼
に
基
づ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
麻
生
、
安
川
、

堀
、
中
野
ら
は
明
治
四
五
年
に
起
こ
っ
た
福
岡
市
内
電
気
軌
道
会
社

合
併
問
題
に
お
い
て
和
田
豊
治
の
力
を
借
り
て
お
り
、
そ
こ
で
筑
豊

鉱
業
主
と
和
田
と
の
間
に
関
係
が
生
じ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
直
後

に
大
分
紡
績
が
設
立
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
浜
口
吉
右
衛

門
が
同
社
の
有
力
株
主
で
あ
り
同
時
に
九
水
に
係
わ
る
人
物
で
あ

っ

た
こ
と
か
ら
み
て
、
和
田
豊
治
が
筑
豊
鉱
業
主
に
対
し
て
同
社
株
式

所
有
を
勧
誘
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

②
和
田
豊
治
と
の
関
係
に
よ
る
所
有
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中
津
絹
糸
紡
績
　
麻
生
の
同
社
株
所
有
は
和
田
豊
治
の
懇
請
に
よ
っ

て
い
る
。
大
正
七
年
二
月
の
麻
生
発
中
野
徳
次
郎
宛
発
信
原
稿
に
は

「和
田
氏
ョ
リ
御
話
相
成
候
ノ
中
津
絹
紡
績
株

ハ
、
麻
生
観
八
君
同

様
貴
台
及
伊
藤

〔伝
右
衛
門
〕
君
卜

一
同
千
株
宛
申
込
置
候
。
伊
藤

君
に
御
面
会
ノ
時
和
田
氏
ヨ
リ
御
話
相
成
居
候
。
重
役
就
任
ノ
儀
御

申
向
置
被
成
下
度
候
」
と
あ
る
。
こ
の
文
面
か
ら
分
か
る
よ
う
に
麻

生
は
和
田
か
ら
同
社
株
式
引
き
受
け
の
申
し
込
み
を
依
頼
さ
れ
、
所

有
株
数
を
麻
生
観
八

（九
水
監
査
役
、
大
分
県
玖
珠
郡
居
住
）
同
様

一

〇
〇
〇
株
ず

つ
引
き
受
け
る
よ
う
中
野
と
伊
藤
伝
右
衛
門
に
勧
誘
し

て
い
る
。

日
華
絹
綿
紡
織
　
日
華
絹
綿
紡
織
も
和
田
豊
治
が
関
係
し
て
い
た
こ

と
か
ら
み
て
、
和
田
か
ら
依
頼
さ
れ
て
所
有
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
株
式
所
有
は
麻
生
に
と
っ
て
拘
束
力
を
持

っ
て
い
た
。
大
正
八
年

一
一
月
、
野
見
山
米
吉
が
麻
生
に
対
し
年
末
に
か
け
て
の
金
融
上
の

理
由
か
ら
所
有
株
四
〇
〇
〇
株
の
う
ち
二
〇
〇
〇
株
を
売
却
す
る
こ

と
を
す
す
め
た
が
、
結
局
所
有
状
況
を
み
る
と
売
却
し
た
形
跡
は
な

い
。

大
分
セ
メ
ン
ト
　
大
分
セ
メ
ン
ト
は
も
と
も
と
和
田
豊
治
が
み
ず
か

ら
の
郷
里

（大
分
県
）
に
セ
メ
ン
ト
会
社
を
設
立
す
べ
く
、
大
正
七

年
以
降
係
わ
っ
た
会
社
で
あ
純
。
和
田
は
地
元
有
力
者
で
あ

っ
た
長

野
善
五
郎
、
小
野
駿

一
ら
を
発
起
人
と
し
、
み
ず
か
ら
は
創
立
委
員

長
と
な
っ
た
。
同
社
は
大
正
七
年
に
資
本
金
三
〇
〇
万
円
で
設
立
さ

れ
大
阪
や
福
岡
県
な
ど
か
ら
出
資
を
募

っ
た
。
資
料
に
乏
し
い
が
麻

生
と
和
田
と
の
関
係
を
考
え
れ
ば
大
分
セ
メ
ン
ト
の
株
式
所
有
は
和

田
の
勧
誘
に
よ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

東
洋
製
鉄
　
東
洋
製
鉄
は
第

一
次
大
戦
時
の
鉄
不
足
に
対
応
し
て
、

渋
沢
栄

一
が
和
田
豊
治
、
中
野
武
営
な
ど
と
計

っ
て
計
画
さ
れ
た
会

社
で
あ
る
。
大
正
五
年
九
月
に
創
立
発
起
人
会
が
開
催
さ
れ
、
翌
六

年
第
二
九
帝
国
議
会
で
の
製
鉄
業
奨
励
法
の
通
過
を
待

っ
て
設
立
さ

れ
た
。
発
起
人
は
二
六
四
名
、
資
本
金
三
〇
〇
〇
万
円
、
総
株
数
六

〇
万
株

（発
起
人
で
三
〇
万
八
一
〇
〇
株
を
引
き
受
け
）、
取
締
役
社

長
に
中
野
武
営
、
専
務
取
締
役
に
中
島
久
万
吉
が
就
任
、
麻
生
は
取

締
役
に
選
出
さ
れ
た
。
同
社
は
翌
七
年
五
月
に
は
久
原
房
之
助
が
企

画
し
て
い
た
製
鉄
事
業
と
合
併
し
資
本
金
は
四
〇
〇
〇
万
円
と
な
っ

た
。
同
社
の
製
鉄
所
立
地
は
麻
生
太
吉
な
ど
が
委
員
に
選
ば
れ
選
考

に
あ
た
っ
た
が
、
結
局
八
幡
製
鉄
所
に
ほ
ど
近
い
福
岡
県
戸
畑
市
が

選
ば
れ
た
。
人
脈
の
点
か
ら
し
て
麻
生
の
東
洋
製
鉄
株
式
所
有
は
和

田
の
依
頼
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
社
が
製
鉄
業
を
事
業
目
的

と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
麻
生
に
よ
る
同
社
株
式
の
所
有
動
機
は
、

同
社

へ
の
石
炭
販
売
を
背
景
に
含
め
て
い
た
と
い
い
得
る
が
、
そ
う
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い
っ
た
点
は
麻
生
に
は
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
社
の
石

炭
購
入
は
、
久
原
房
之
助
が
同
社
と
関
係
が
あ

っ
た
た
め
貝
島
鉱
業

生
産
の
石
炭
が
多
く
購
入
さ
れ
、　
一
方
麻
生
商
店
の
石
炭
は
数
百
ト

ン
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

③
電
力
業
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
投
資

九
州
水
力
電
気
　
九
水
は
日
露
戦
後
に
筑
後
川
上
流
域
の
水
利
権
獲

得
を
め
ぐ
っ
て
和
田
豊
治
ら
の
中
津
派
、
大
田
黒
重
五
郎
ら
の
東
京

派
、
中
野
徳
次
郎

・
山
口
恒
太
郎
ら
の
福
岡
派
が
競
願
し
て
い
た
の

を
、
当
時
の
大
分
県
知
事
に
よ
る
三
派
合
同
の
勧
奨
に
基
づ
い
て
明

治
二
九
年
に
合
同
し
て
出
願
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
九
水

は
明
治
四
三
年
に
電
気
事
業
経
営
許
可
を
得
、
翌
四
四
年
に
設
立
さ

れ
た
。
な
お
中
津
派
は
紡
績
業
の
電
化
を
、
東
京
派
は
電
気
機
械
市

場
の
拡
充
を
、
福
岡
派
は
筑
豊

・
北
九
州
地
方
の
産
業
電
化
を
も
く

ろ
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
。
麻
生
太
吉
が
九
水
に
取
締
役
と
し
て
参
加

し
た
の
は
大
正
三
年
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
人
事
は
中
野
徳
次
郎
が

麻
生
を
九
水
役
員
に
迎
え
入
れ
る
べ
く
、
麻
生
に
断
り
な
く
勝
手
に

自
身
の
所
有
す
る
九
水
株
を
麻
生
太
吉
名
義
に
変
更
を
行

っ
た
こ
と

に
よ
る
と
さ
れ
る
。
麻
生
は
当
初
同
社
取
締
役
の
在
任
期
間
を

一
期

限
り
に
し
た
い
と
九
水
社
長
浜
口
吉
右
衛
門
に
述
べ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
麻
生
が
当
初
九
水
で
の
活
動
に
は
積
極
的
で
な
か
っ
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
当
初
麻
生
家
の

九
水
株
所
有
は
五
六
〇
株
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
九
水
が
五
年

に
増
資
を
行

っ
た
際
、
役
員
に
増
資
分
の
割
り
当
て
が
あ
り
麻
生
は

そ
の
引
き
受
け
を
行

っ
た
。
以
下
の
資
料
は
増
資
分
引
き
受
け
の
模

様
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔史
料
１
〕

九
水
株
九
千
株
中
野

〔徳
次
郎
〕
伊
藤

〔伝
右
衛
門
〕
卜
二
人

ニ
テ
引
受
分

ハ
契
約
案
御
□
被
成
下
候

ハ
ヽ
、
何
時

ニ
テ
モ
調

印
□
出
可
申
シ
上
候

こ
の
発
信
原
稿
に
よ
る
と
麻
生
は
、
中
野
、
伊
藤
と
計

っ
て
九
水
株

九
〇
〇
〇
株
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
し
、
そ
の
旨
を
和
田
豊
治
に
報

告
し
て
い
る
。
伊
藤
伝
右
衛
門
発
麻
生
宛
書
簡
で
は
、
伊
藤
の
九
水

株
の
引
き
受
け
は
麻
生
か
ら
の
来
示
に
よ
っ
て
い
る
と
な
っ
て
い
る

か
ら
、
伊
藤
に
対
し
て
は
麻
生
が
勧
誘
を
行

っ
た
。
結
局
同
年
末
時

点
で
麻
生
は
四
九
〇
三
株
を
所
有
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
以

前
の
所
有
状
況
か
ら
す
る
と
麻
生
は
九
〇
〇
〇
株
の
う
ち
四
三
四
三

株
、
半
分
近
く
を
引
き
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
麻
生
は
、
こ
の
引
き

受
け
、
お
よ
び
九
水
と
九
電
鉄
と
の
合
併
交
渉
に
お
け
る
尽
力
な
ど

に
よ
り
麻
生
は
九
水
内
部
で
の
発
言
権
が
増
大
し
た
と
思
わ
れ
る
。



〓
一　
電
力
業
に
対
す
る
麻
生
の
戦
略

（―
）嘉
穂
電
灯
の
設
立

最
後
に
、
当
該
期
に
お
け
る
投
資
対
象
と
し
て
も
っ
と
も
多
く
の

資
金
が
費
や
さ
れ
た
電
力
業

へ
の
投
資
に
つ
い
て
、
そ
の
戦
略
的
意

義
の
有
無
を
中
心
に
み
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
嘉
穂
電
灯
に
つ
い
て
み

て
お
く
と
、
同
社
は
明
治
四
二
年

一
〇
月
に
設
立
さ
れ
た
。
嘉
穂
電

灯
設
立
の
発
端
は
伝
記
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
経
過

に
依

っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

〔史
料
２
〕

明
治
四
十
年
十
月
飯
塚
町
を
中
心
と
し
て
そ
の
附
近
の
地
域

に
、
電
灯
電
力
を
供
給
す
る
目
的
を
以
て
、
資
本
金
拾
万
円
の

嘉
穂
電
灯
株
式
会
社
を
発
企
し
郡
内
に
株
の
募
集
を
行
つ
た
。

未
だ
迷
夢
覚
め
や
ら
ぬ
郡
民
は
之
に
応
ず
る
者
少
く
、
多
き
も

僅
か
二

・
三
十
株
、
大
部
分
は
翁
に
対
す
る
お
情
け
的
に
壱
株

宛
位
で
あ
つ
て
、
公
募
の
成
績
は
芳
し
く
な
か
つ
た
。
そ
こ
で

不
足
株
は
悉
く
翁

一
人
で
引
受
け
、
四
十

一
年
五
月
に
其
筋
の

認
可
を
得
、
株
主
総
会
に
於
て
翁
は
社
長
に
推
さ
れ
た
が
、
そ

の
席
上
に
お
い
て
翁
は

「経
営
全
部
を
余
に
委
託
さ
れ
る
ヽ

か
、
又
は
持
株
の
譲
渡
を
な
す
か
」
と
の
相
談
を
持
ち
か
け
た

処
、
衆
議
は
株
の
譲
り
渡
し
に
一
決
し
た
の
で
、
翁
は
夫
々
利

子
を
附
し
全
部
此
等
の
株
を
買
収
し
て
、
翁

一
個
の
経
営
に
な

し
て
終
つ
た
の
で
あ
る
。

麻
生
は
嘉
穂
電
灯
を
設
立
す
る
に
際
し
て
、
ま
ず
は
地
元
民
に
会
社

設
立
の
た
め
の
援
助
、
具
体
的
に
は
資
本
参
加
を
要
請
し
て
い
る
。

上
記
引
用
資
料
中
に
お
け
る
郡
民
が
だ
れ
だ

っ
た
の
か
分
か
ら
ず
、

ま
た
出
資
者
の
な
か
に
伊
藤
伝
右
衛
門
や
中
野
徳
次
郎
と
い
っ
た
嘉

穂
郡
内
の
有
力
鉱
業
主
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
同
社
の
総
発
行
株

数
は
二
〇
〇
〇
株
、
株
主
構
成
は
設
立
当
時
の
も
の
が
判
明
し
な
い

が
大
正
五
年
当
時
で
麻
生
太
吉

（七
五
〇
株
）、
麻
生
太
七

（太
吉
の

弟
、　
一
五
〇
株
）、
野
見
山
米
吉

（太
吉
の
妹
婿
、　
一
五
〇
株
）、
瓜
生

長
右
衛
門

（麻
生
商
店
役
員
、　
一
五
〇
株
）、
吉
田
九
二
郎

（
一
五
〇

株
）、
麻
生
ヤ
ス

（太
吉
の
妻
、　
一
五
〇
株
）
麻
生
太
郎

（太
吉
の
子
、

一
四
〇
株
）、
麻
生
太
右
衛
門

（太
吉
の
子
、　
一
〇
〇
株
）、
長
岐
繁

（麻
生
商
店
店
員
、
五
〇
株
）、
御
法
川
小
二
郎

（同
、
五
〇
株
）、
上

田
穏
敬

（同
、
五
〇
株
）、
吉
浦
勝
熊

（太
吉
の
執
事
、
五
〇
株
）、
麻

生
八
郎

（太
吉
の
弟
、
三
〇
株
）、
麻
生
義
之
介

（太
吉
の
女
婿
、
三

〇
株
）、
と
な
っ
て
い
た
。
株
主
の
す
べ
て
が
麻
生
家
あ
る
い
は
麻

生
商
店
関
係
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
役
員
も
社
長
が
麻
生
太

吉
、
取
締
役
が
麻
生
太
七
、
瓜
生
長
右
衛
門
、
監
査
役
が
野
見
山
米
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吉
な
ど
、
麻
生
商
店
の
経
営
陣
と
ま
っ
た
く
重
な

っ
た
構
成
と
な

っ

て
い
る
。
嘉
穂
電
灯
は
当
初
か
ら
麻
生
家
の
多
角
的
な
事
業
進
出
と

い
う
性
格
を
持

っ
て
い
た
。

さ
て
、
麻
生
内
に
お
け
る
嘉
穂
電
灯
の
位
置
に
つ
い
て
、
麻
生
太

吉
は
明
治
四
二
年
初
期
に
は

「電
機
会
社
組
織
商
店
卜
区
別
シ
テ
整

理
方
ノ
件
」
と
し
、
嘉
穂
電
灯
の
組
織
は
麻
生
商
店
と
は
区
別
し
て

独
立
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
て
い
た
が
、
設
立
後
の
嘉
穂
電
灯
に
関
し

て
麻
生
は
、
そ
の
拡
張
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
。
明
治
四

四
年
二
月
、
麻
生
は
三
井
鉱
山
の
牧
田
環
に
対
し
て
嘉
穂
電
灯
の
拡

張
計
画
に
つ
い
て
依
頼
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
麻
生

は
、
経
営
す
る
芳
雄
、
豆
田
炭
鉱
は
拡
張
し
な

い
こ
と
を
理
由
に

断
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
麻
生
に
と
っ
て
嘉
穂
電
灯
の
所
有

意
義
は
、
伝
記
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
麻
生
商
店
炭
鉱

へ
の
動
力
供
給
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
た
と
い
え
る
。

ま
た
麻
生
は
同
時
期
に
、
地
元
地
方
の
電
力
業
に
関
連
す
る
電
気

軌
道
の
経
営
に
着
目
も
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
麻
生
は
明
治
四
五
年

に
東
京
鉄
道

一
辺
倒
の
投
資
行
動
を
や
め
、
そ
の
資
金
で
地
元
株
で

あ
る
博
多
軌
道
、
中
央
株
の
北
炭
、
日
本
郵
船
株
式
の
所
有
を
行

っ

た
。
そ
の
中
で
も
っ
と
も
取
得
額
の
多
か
っ
た
博
多
軌
道
株
は
、
合

併
交
渉
の
た
め
の
多
数
派
工
作
と
し
て
の
所
有

の
側
面
が
濃
厚
で

あ
っ
た
。
ま
た
同
じ
四
五
年
に
麻
生
は
、
宇
島
鉄
道
や
三
井
電
気
軌

道
と
い
っ
た
地
元
鉄
道
株
の
購
入
も
行

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
企
業

へ

の
投
資
は
電
力
業
を
背
景
に
含
ん
だ
戦
略
的
な
投
資
意
義
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
麻
生
が
こ
の
時
期
炭
鉱
業
経
営
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、

ひ
と
つ
の
有
力
な
事
業
対
象
と
し
て
電
力
業
を
考
え
て
い
た
と
い
い

得
る
。

（２
）電
力
業
に
対
す
る
麻
生
の
戦
略

麻
生
の
地
元

へ
の
投
資
、
そ
し
て
そ
の
中
で
も
電
気
、
軌
道
に
関

係
す
る
会
社

へ
の
投
資
比
重
の
重
点
化
策
は
、
麻
生
の
関
心
が
、
電

力
と
い
う
新
た
な
動
力
源
に
向
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
麻
生
の

電
力
業
に
対
す
る
戦
略
は
、
さ
し
あ
た
り
ふ
た
つ
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
う
ち
の
ひ
と
つ
は
、
電
力
会
社
に
お
け
る
火
力
発
電
所
の
整
備
に

伴
う
石
炭
供
給

へ
の
参
入
で
あ
る
。
た
と
え
ば
明
治
四
五
年
二
月
、

麻
生
は
御
法
川
小
二
郎
鉱
務
部
長
を
福
岡
県
糟
屋
郡
に
派
遣
し
、
同

郡
山
田
村
長
浦
鉱
区
に
つ
い
て
の
調
査
を
行

っ
て
い
範
。
調
査
の
結

果
採
掘
に
耐
え
る
鉱
区
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
麻
生
が
糟

屋
郡
に
お
い
て
炭
鉱
を
経
営
す
る
意
欲
を
持

っ
て
い
た
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
福
岡
市
内
に
お
い
て
電
気
軌
道
会
社
の
合
併
問
題
が
発

生
し
て
い
た
時
期
、
福
岡
市
に
隣
接
す
る
糟
屋
郡
内
に
お
け
る
炭
鉱
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に
麻
生
が
意
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
か
ら
福
岡
市
を
主

た
る
電
力
供
給
区
域
と
す
る
電
力
会
社
に
対
し
石
炭
を
供
給
す
る
と

い
う
意
志
が
あ

っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

い
ま
ひ
と
つ
麻
生
の
戦
略
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
自
社
系
統

の
電
力
会
社
の
別
会
社

へ
の
譲
渡
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
嘉
穂
電
灯
は
麻
生
商
店
に
お
い
て
は
動
力
源
と
し
て
の
位
置
付

け
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
別
の
意
義
も
麻
生
太
吉
か
ら
込
め
ら
れ
て

い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
筑
豊
地
方
に
所
在
す
る

（麻
生
系

炭
鉱
以
外
の
）
炭
鉱

へ
の
電
力

・
電
灯
供
給
と
し
て
の
位
置
付
け
で

あ
る
。
嘉
穂
電
灯
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
ほ
ど
な
い
明
治
四
三
年

一
一

月

一
九
日
、
麻
生
太
吉
は
三
井
物
産
門
司
支
店
か
ら
筑
豊
炭
業
界
の

あ
り
方
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
意
を
受
け
、
そ
れ
を
野
見
山
米

吉
、
長
岐
繁
、
御
法
川
小
三
郎
、
相
羽
虎
雄
と
い
っ
た
麻
生
商
店
幹

部
に
対
し
説
明
し
た
。
説
明
し
た
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で

あ

っ
た
。

〔史
料
３
〕

石
炭
ノ
下
落

ハ
人
為
的
売
崩
シ
エ
シ
テ
、
是
レ
ノ
予
防

ハ
販
売

ノ
協
同
シ
、
又
営
業
経
営
上
必
要
ナ
ル
経
費
ノ
節
倹
ヲ
ナ
ス
ニ

ハ
、
坑
所
ニ
ハ
筑
豊
区
域
二
二
三
カ
所
電
機
原
動
カ
ヲ
据
付
、

其
ノ
為
従
来
ノ
経
費
ヲ
省
キ
、
又
若
松
港
ヨ
リ
門
司
本
船
積
込

迄
ノ
費
金
ヲ
省
ク
ニ
ハ
海
陸
ノ
連
絡
ノ
設
備
ノ
必
要
ア
リ
、
原

動
力
据
付

ハ
坑
主
ノ
協
カ

ニ
ヨ
リ
、
海
陸
ノ
連
絡
ノ
設
備

ハ
政

府
当
局
者
二
、
又
販
売
協
同
ハ
三
井

。
三
菱

・
安
川

。
貝
嶋

・

古
河
等

ニ
ツ
キ
本
年
春
来
ヨ
リ
熱
心
協
議
ヲ
尽
シ
、
其
他
ロ
セ

シ
販
売
協
約
二
関
係
□
□
件
等
坑
業
ノ
大
方
針

二
付
説
明
ヲ
ナ

シ
、
此
際
各
営
業
所
ノ
経
費
ヲ
節
倹
ス
ル
件

二
付
各
自
ノ
異
見

ヲ
聴
キ
タ
シ
ト
ノ
旨
ロ
ヲ
以
親
シ
ク
協
議
ヲ
尽
シ
タ
リ

麻
生
に
よ
る
と
、
炭
況
の
悪
化
が
引
き
金
と
な

っ
て
炭
鉱
業
経
営
が

困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
炭
価
が
低
落
す
る
の
は
販
売
競
争
の

過
熱
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
炭
価
を
維
持
す
る
た
め
に
は
営
業
上
の

諸
経
費
を
削
減
し
、
あ
わ
せ
て
石
炭
販
売
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
会
社
を

結
成
し
て
協
調
す
る
体
制
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
で

あ
る
。

つ
ま
り
炭
況
不
振
に
乗
じ
た
、
石
炭
業
に
関
連
す
る
筑
豊
地

方
諸
産
業
の
構
造
的
な
改
革
で
あ
る
。
こ
こ
で
特
徴
的
な
の
は
電
力

業
は
炭
鉱
業
を
営
ん
で
い
る
者
が
、
海
陸
連
絡
の
設
備
は
政
府
が
整

備
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
年

一
一
月
二

一
日
、
麻
生
太
吉
は
野
田
卯
太
郎
と
の
会
談
に
お
い
て
野
田
に
対

し
、　
つ
ぎ
の
提
案
を
行

っ
た
。

（史
料
４
〕

一
、
目
下
石
炭
下
落

二
付
、
貝
嶋
麻
生

ハ
無
論
余
程
困
難
二
陥
リ
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居
候

二
付
、
此
ノ
儘
二
捨
置
ク
時

ハ
国
家
経
財

ニ
ロ
シ
乱
掘
ノ

弊
ヲ
免
カ
ザ
ル
ベ
ク
、
此
ノ
救
済
ス
ル
ニ
付
、
鉱
山

・
製
鉄

所

・
筑
豊
ノ
鉄
道
ヲ
合
同
シ
テ
大
会
社
ヲ
組
織
ス
ル
ノ
意
味
ヲ

以
、
井
上
侯
爵
二
懇
願
ス
ル
コ
ト

麻
生
は
野
田
に
対
し
炭
況
不
振
に
よ
る
貝
島
お
よ
び
み
ず
か
ら
の
炭

鉱
業
経
営
の
困
窮
を
伝
え
、
合
わ
せ
て
炭
鉱
、
八
幡
製
鉄
所
、
石
炭

運
搬
に
関
連
す
る
鉄
道
を
合
同
し
、
主
要
産
業
の
合
同
会
社
を
設
立

す
る
こ
と
を
井
上
馨
の
斡
旋
で
実
現
す
る
よ
う
申
し
入
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
麻
生
が
三
井
物
産
門
司
支
店
か
ら
受
け

た
提
案
と
、
麻
生
が
野
田
卯
太
郎
に
対
し
て
提
案
を
行

っ
た
内
容
の

微
妙
な
差
で
あ
る
。
前
者
で
は

「電
機
原
動
力
」
を
鉱
業
主
が
共
同

し
て
設
置
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
後
者
に
お
い
て
は
電
力

業
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て

一
切
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た

筑
豊
地
方
所
在
の
炭
鉱
に
つ
い
て
も
、
前
者
は
販
売
合
同
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
に
お
い
て
は
炭
鉱
そ
の
も
の
の
合
同

に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
麻
生
の
野
田

へ
の
提
案
は
、

三
井
の
案
を
そ
の
ま
ま
伝
え
た
も
の
で
は
な
く
、
電
力
業
に
お
け
る

麻
生
の
独
自
の
見
解
を
入
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
麻
生
の
考
え
に
は

（真
意
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
）
炭
鉱
は
手
放
し
て
も
よ
い
と
思

っ
て
い

る
こ
と
、
電
力
業
は

「坑
主
ノ
協
力
」
、
す
な
わ
ち
麻
生
も
含
め
た

在
筑
豊
地
方
の
炭
鉱
業
会
社
の
共
同
歩
調
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
別
の
言
葉
で
い
え
ば
、
麻
生

は
、
石
炭
業
に
つ
い
て
は
所
有
炭
鉱
の
現
物
出
資
で
の
関
与
と
し
、

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
で
あ
り
ま
た
石
炭
消
費
産
業
で
あ
る
電
力

業
に
本
格
的
に
入
り
込
も
う
と
考
え
て
い
た
、
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
他
の
大
手
炭
鉱
業
会
社
に
お

け
る
動
力
源
の
位
置
付
け
、
す
な
わ
ち
炭
鉱
業
会
社
内
に
発
電
所
を

設
置
す
る
と
い
う
よ
う
な
仕
方
を
麻
生
太
吉
が
行
わ
な
か
っ
た
の
も

頷
け
る
。
麻
生
に
お
い
て
麻
生
商
店
と
嘉
穂
電
灯
と
を
わ
ざ
わ
ざ
別

の
組
織
と
し
た
の
は
、
嘉
穂
電
灯
は
い
ざ
と
な
れ
ば
譲
渡
の
対
象
と

な
る
か
、
炭
鉱
用
電
力
等
を
供
給
す
る
た
め
の
電
力
会
社
設
立
に
お

け
る
中
心
的
な
母
体
、
と
い
っ
た
意
味
を

（麻
生
太
吉
自
身
が
）
含

め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
麻
生
家
文
書
の

中
に
は
、
大
正
初
期
の
作
成
資
料
と
思
わ
れ
る

「電
気
会
社
創
立

ニ

関
ス
ル
書
類
」
と
題
す
る
調
査
報
告
が
あ
る
。
こ
の
調
査
報
告
で

は
、
古
河
目
尾
炭
鉱
発
電
所
が
、
在
筑
豊
地
方
の
古
河
以
外
の
有
力

炭
鉱
に
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
を
も
く
ろ
ん
だ
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ

に
必
要
な
設
備
お
よ
び
経
費
の
概
要
が
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
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の
調
査
報
告
は
、
古
河
の
協
力
を
得
て
麻
生
側
が
作
成
し
た
も
の
、

な
い
し
麻
生
が
古
河
か
ら
入
手
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
麻
生
が

こ
の
よ
う
な
筑
豊
地
方

へ
の
電
力
供
給
に
関
す
る
資
料
を
持

っ
て
い

る
こ
と
自
体
、
麻
生
の
電
力
業

へ
の
関
心
、
特
に
炭
鉱
地
帯

へ
の
電

力
供
給
に
関
心
が
あ

っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

そ
の
嘉
穂
電
灯
は
、
当
初
麻
生
炭
の
う
ち
特
に
粗
悪
な
石
炭
を
用

い
て
自
家
発
電
を
行

っ
て
い
た
が
、
大
正
四
年
に
は
九
水
か
ら
の
受

電
に
切
り
換
え
自
家
発
電
を
中
止
し
た
。
こ
れ
は
嘉
穂
電
灯
の
火
力

発
電
能
力
が
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
前
年
の
配
電
区

域
の
大
拡
張
か
ら
嘉
穂
電
灯
の
発
電
設
備
で
は
限
界
が
生
じ
て
お

り
、
そ
の
た
め
の
受
電
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
九
水
は
大
正
中
期
に
嘉

穂
電
灯
の
譲
受
を
麻
生
側
に
打
診
し
た
。
九
水
は
水
火
併
用
の
観
点

か
ら
、
嘉
穂
電
灯
の
買
収
を
も
く
ろ
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
九
水
は
嘉
穂

電
灯
の
買
収
の
た
め
大
正
八
年
二
月
、
麻
生
太
吉
の
も
と
に
梅
谷
清

一
常
務
を
、
二
月
に
は
梅
谷
、
川
嶋
七
郎

（九
水
社
員
）
を
派
遣

し
、
九
水
五
〇
円
払
い
込
み
株
式
六
四
〇
九
株

（額
面
三
二
万
四
五

〇
円
相
当
）
と
嘉
穂
電
灯
と
の
交
換
を
申
し
入
れ
た
。
当
時
の
九
水

旧
株
の
市
場
価
格
が
六
二

・
五
円
程
度
な
ら
四
〇
万
円
、
七
〇
円
程

度
と
す
れ
ば
四
五
万
円
弱
の
評
価
額
と
な
る
。
こ
れ
は
嘉
穂
電
灯
の

払
込
資
本
金

一
〇
万
円
か
ら
み
れ
ば
麻
生
に
と
っ
て
有
利
な
条
件
と

い
え
る
。
し
か
し
麻
生
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
嘉
穂
電
灯
か
ら
得
ら
れ

る
利
益
金
と
九
水
の
配
当

（年

一
割
）
と
を
比
べ
た
時
、
後
者
で
は

八
〇
〇
〇
円
あ
ま
り
の
損
失
と
な
る
こ
と
を
理
由
に
、
九
水

へ
の
譲

渡
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
麻
生
太
吉
は
九
水
と
九
電
鉄

と
の
合
併
交
渉
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
働
い
て
い
た
が
、
こ
と
み
ず

か
ら
の
経
営
に
係
わ
る
嘉
穂
電
灯
に
つ
い
て
は
九
水
に
譲
渡
す
る
と

い
う
考
え
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
麻
生
は
嘉
穂
電
灯
の
増
資
を
大
正

八
年
八
月
に
行
い
、
資
本
金
を

一
〇
万
円
か
ら
四
〇
万
円

（払
い
込

み
資
本
金
二
九
万
五
〇
〇
〇
円
）
と
し
て
い
る
。
資
本
金
四
〇
万
円
の

設
定
は
九
水
が
提
示
し
た
譲
渡
価
格
に
見
合

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
麻
生
は
嘉
穂
電
灯
の
価
値
が
そ
れ
な
り
の
も
の
が
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
増
資
を
行
う
こ
と
に
よ
り
そ
れ
を
世
間
に
示
し
、
し
か

し
そ
れ
を
麻
生
内
に
温
存
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
時
期
の
大
正
八
、
九
年
当
時
、
九
水
は
火
力
発
電
所
の

建
設
を
に
ら
ん
で
炭
鉱
経
営
に
乗
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
た
と
え

ば
大
正
九
年
二
月
の
麻
生
太
吉
日
記
に
は

「九
水
会
社

ニ
ツ
キ
鉱
山

買
入
及
博
多
地
所
買
入
二
付
協
議
ス
」
と
あ
る
。
九
水
が
経
営
を
も

く
ろ
ん
だ
炭
鉱
は
福
岡
県
田
川
郡
に
あ
る
豊
州
炭
鉱
で
あ
り
、
麻
生

は
同
年
五
月

一
六
日
に
は
同
炭
鉱
の
実
地
調
査
を
九
水
関
係
者
ら
と

行

っ
て
い
る
。
豊
州
炭
鉱
は
麻
生
太
吉
と
は
何
ら
関
係
の
な
い
福
田
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定
次
ら
の
経
営
す
る
炭
鉱
で
あ
る
。
九
水
が
豊
州
炭
鉱
に
目
を
付
け

た
の
は
、
地
理
的
な
関
係
か
ら
し
て
田
川
郡
内
に
火
力
発
電
所
を
設

置
す
る
か
、
あ
る
い
は
宇
島
火
力
発
電
所
用
石
炭
を
調
達
す
る
も
く

ろ
み
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
結
局
豊
州
炭
鉱
の
買
収
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
九
水
は
大
正

一
二
年
に
嘉
穂
郡
鯰
田
町
に

火
力
発
電
所
を
建
設
す
る
。
こ
こ
で
の
麻
生
太
吉
の
役
割
は
大
き

か
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
九
水
が
直
営
炭
鉱
を
所
有
す
る
意
図
を

放
棄
し
た
こ
と
、
お
よ
び
、
す
で
に
麻
生
が
鯰
田
に
火
力
発
電
所
を

誘
致
す
る
力
を
九
水
内
で
持

っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
田

川
郡
か
ら
嘉
穂
郡

へ
の
移
動
に
は
、
麻
生
の
意
志
が
感
じ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。お

わ

り

に

当
該
期
麻
生
の
有
価
証
券
投
資
は
明
治
三
〇
年
前
後
の
そ
れ
と
は

異
な
り
、
炭
鉱
業
と
は
直
接
的
に
は
あ
ま
り
関
係
の
な
い
会
社
の
株

式
が
中
心
で
あ
っ
た
。
麻
生
に
お
け
る
炭
鉱
売
却
後
の
投
資
戦
略

は
、
三
井
と
の
密
接
な
関
係
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
面
が
あ
っ
た
が
、

数
年
ほ
ど
で
投
資
行
動
の
自
主
性
を
回
復
し
た
。
と
は
い
っ
て
も

ま
っ
た
く
麻
生
の
単
独
判
断
で
有
価
証
券
投
資
を
行

っ
た
と
は
い
え

な
い
面
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
中
央
財
界
に
お
け
る
有
力
者
和
田
豊

治
と
の
関
係
で
所
有
し
た
株
式
が
多
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
有
力
筑
豊

鉱
業
主
の
ひ
と
り
と
し
て
所
有
す
る
必
要
が
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
。

和
田
、
筑
豊
鉱
業
主
と
の
関
係
上
所
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
所
有

動
機
と
し
て
は
財
界
に
お
け
る

（地
方
有
力
資
産
家
と
し
て
の
）
プ
レ

ス
テ
ー
ジ
の
確
保
の
た
め
と
い
い
得
る
が
、
九
水
に
お
い
て
中
心
的

な
立
場
に
あ

っ
た
和
田
と
の
関
係
強
化
は
、
麻
生
太
吉
自
身
の
九
水

内
に
お
け
る
地
位
強
化
を
意
味
す
る
か
ら
、
社
会
的
な
動
機
の
み
で

有
価
証
券
所
有
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
社
会
的
な
動
機
付
け

と
同
時
に
、
電
力
業
、
特
に

（福
岡
県
を
含
む
）
北
部
九
州
地
方
の

電
力
業
に
対
す
る
麻
生
の
関
心
が
強
か
っ
た
こ
と
も
、
麻
生
に
お
い

て
和
田
の
指
示
を
遵
守
す
る
動
機
付
け
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

麻
生
が
和
田
の
影
響
に
よ
っ
て
有
価
証
券
の
投
資
先
を
選
定
し
た

こ
と
に
よ
り
、
麻
生
の
投
資
対
象
企
業
は
そ
れ
以
前
に
比
べ
て
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
む
よ
う
に
な

っ
た
。
明
治
三
〇
年
代
ま
で
の
麻
生
の
投

資
行
動
を
、
炭
鉱
業
に
関
連
す
る
企
業

へ
の
投
資
が
中
心
で
あ

っ
た

と
評
価
す
る
な
ら
ば
、
大
正
期
に
入

っ
て
か
ら
の
投
資
行
動
は
、
北

部
九
州
地
方
の
企
業
を
選
択
し
つ
つ
み
ず
か
ら
の
企
業
家
と
し
て
の

活
動
、
お
よ
び
社
会
的
地
位
を
も
意
識
し
た
戦
略
に
基
づ
い
た
も
の

で
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
そ
し
て
反
動
恐
慌
前
後
ま
で
に
麻
生

は
、
宿
願
で
あ

っ
た
三
井
物
産
か
ら
の
自
立
＝
石
炭
の
販
売
面
で
の
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販
売
自
立
化
を
達
成
し
、
ま
た
み
ず
か
ら
の
後
継
者
麻
生
太
郎
の
死

（大
正
八
年
）
と
い
う
危
機

に
対
し
て
、
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

一
部
を
新
た
に
迎
え
入
れ
る
な
ど
し
て
、
麻
生
商
店
の
経
営
に
お
い

て
安
定
的
な
体
制
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
商
店
内
の
日
常

的
な
業
務
は
麻
生
太
吉
の
手
を
離
れ
た
。
大
正
末
期
以
降
、
麻
生
太

吉
は
み
ず
か
ら
の
企
業
者
活
動
を
電
力
業
、
特
に
北
部
九
州
地
方
を

主
た
る
舞
台
と
し
て
行
う
よ
う
に
な

っ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別

稿
で
述

べ
た
い
。

（１
）

拙
稿

「本
洞
、
藤
棚
炭
鉱
売
却
後
の
麻
生
商
店
の
炭
鉱
業
経
営

―
―
明
治
四
〇
年
か
ら
第

一
次
大
戦
後
期
ま
で
―
―
」
翁
エ
ネ
ル

ギ
ー
史
研
究
―
―
石
炭
を
中
心
と
し
て
―
―
』
第

一
七
号
、
二
〇

〇
二
年
）。

（２
）

畠
山
秀
樹

「筑
豊
炭
破
企
業
家
の
形
成
と
発
展
含
こ
」
亀
大
分

大
学
経
済
論
集
』
第
二
六
巻
第
五
号
、　
一
九
八
五
年
）。

（３
）

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
麻
生
の
有
価
証
券
投
資
が
九
水
株

式
に
重
点
を
お
い
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
森
川
英
正

『地
方
財

閥
』
（日
本
経
済
新
聞
社
、　
一
九
八
五
年
）、
永
江
員
夫

「鉱
業

（石
炭
）
財
閥
」
（渋
谷
隆

一
。
加
藤
隆

・
岡
田
和
喜
編

『地
方

財
閥
の
展
開
と
銀
行
』
所
収
、
日
本
経
済
評
論
社
、　
一
九
八
九

年
）
を
参
照
。

（４
）

朝
吹
英
二
発
明
治
四

一
年
六
月
二
〇
日
付
麻
生
太
吉
宛
書
簡

（九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
麻
生
家
文
書
書
簡
Ｍ

四

一
―

一
三
二
七
。
以
下
麻
生
家
文
書
な
い
し
麻
生
商
店
資
料
引

用
に
際
し
て
は
整
理
番
号
を
付
け
、
引
用
史
料
に
は
適
宜
句
読
点

を
付
し
て
お
い
た
）
。

（５
）

朝
吹
英
二
発
明
治
四

一
年
六
月
二
四
日
付
麻
生
太
吉
宛
書
簡

（書
簡
Ｍ
四

一
―

一
二
一
四
）。

（６
）

安
川
敬

一
郎
発
大
正
三
年
五
月
二
日
付
麻
生
太
吉
宛
書
簡

（書

簡
県
内
―
九
四
）。

（７
）

麻
生
太
吉
発
大
正
七
年
三
月
六
日
付
中
野
徳
次
郎
宛
発
信
原
稿

（大
正
七
年

一
月
起

「発
信
原
稿
」
（辰
―

一
三
）
所
収
）。

（８
）

野
見
山
米
吉
発
大
正
八
年

一
一
月
八
日
付
麻
生
太
吉
宛
書
簡

（書
簡
Ｔ
八
―
八
四
二
）。

（９
）

喜
多
貞
吉
編

『和
田
豊
治
伝
』
（和
田
豊
治
伝
編
纂
所
、　
一
九

二
六
年
）
二
九
四
～
四
〇
〇
頁
。

（１０
）

東
洋
製
鉄
株
式
会
社
の
設
立
事
情
に
関
し
て
は
、
薄
田
貞
敬
編

『中
野
武
営
翁
の
七
十
年
』
（中
野
武
営
伝
記
編
纂
会
、　
一
九
三

四
年
）
の
東
洋
製
鉄
会
社
の
項
を
参
照
。

（１１
）

西
野
恵
之
助
発
大
正
七
年
八
月

一
四
日
付
麻
生
太
吉
宛
書
簡

（書
簡
Ｔ
七
―
三
七
七
）。
西
野
は
当
時
東
洋
製
鉄
専
務
で
あ
り
、

麻
生
の
助
言
を
受
け
て
同
社
原
料
炭
と
し
て
貝
島
炭
契
約
に
こ
ぎ

つ
け
て
い
る
。

（‐２
）

九
水
の
設
立
お
よ
び
発
展
過
程
に
関
し
て
は
、
主
と
し
て
以
下

の
文
献
を
参
照
し
た
。
『九
州
水
力
電
気
株
式
会
社
二
十
年
沿
革

史
』
（同
社
、　
一
九
三
二
年
）、
中
野
節
朗

『九
州
電
気
事
業
側
面

史
』
（東
洋
経
済
新
報
社
、　
一
九
四
二
年
）、
東
定
宣
昌

「北
九
州

地
方
に
お
け
る
電
力
圏
の
成
立
―
―
筑
豊
に
お
け
る
炭
鉱
電
化
の
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予
備
考
察
―
―
」
翁
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
―
―
石
炭
を
中
心
と
し

て
―
―
』
第

一
五
号
、　
一
九
九

一
年
）
、
『福
岡
県
史
通
史
編
近
代

産
業
経
済
含
一と
、
二
〇
〇
〇
年
、
所
収
の

「電
力
事
業
の
発
展

と
電
力
圏
の
形
成
」
（荻
野
喜
弘
執
筆
）。

（・３
）

泉
彦
蔵

『麻
生
太
吉
伝
』
（麻
生
太
吉
伝
刊
行
会
、　
一
九
二
四

年
）
二
六
〇
～
二
六
三
頁
。

（‐４
）

麻
生
太
吉
発
大
正
三
年
七
月
二
日
付
浜
口
吉
右
衛
門
宛
発
信
原

稿

（大
正
三
年
度

「文
書
原
稿
」
（金
―

一
）
所
収
）。

（‐５
）

麻
生
太
吉
発
大
正
五
年
二
月

一
八
日
付
和
田
豊
治
宛
発
信
原
稿

（大
正
五
年

「文
書
原
稿
」
（律
―

一
）
所
収
）
。

（‐６
）

伊
藤
伝
右
衛
門
発
大
正
五
年
二
月

一
一
日
付
麻
生
太
吉
宛
書
簡

（書
簡
Ｔ
五
―
七
〇
）。

（‐７
）

麻
生
太
吉
翁
伝
刊
行
会

『麻
生
太
吉
翁
伝
』
（同
会
、　
一
九
二

五
年
）
三
四
七
頁
。

（・８
）

明
治
四
〇
年
八
月
二
六
日

「肝
要
廉
附
」
（な
―
九
）。

（・９
）

麻
生
太
吉
発
明
治
四
四
年
二
月
二
七
日
付
牧
田
環
宛
発
信
原
稿

（明
治
四
四
年
度

「文
書
原
稿
」
（Ｍ
四
四
―

一
一
）
所
収
）。

（２０
）

「肝
要
書
類
」
（な
―
二
）
綴
り
込
み
の

「長
浦
炭
坑
調
査
報

生
口
」
。

（２．
）

明
治
四
〇
年

一
月

「備
忘
録
」
（な
―

一
九
）
。
な
お
こ
の
引
用

史
料
は
別
稿

η
麻
生
太
吉
の
炭
業
統
制
指
向
と
そ
の
論
理

―
―
地
方
企
業
家
に
よ
る
地
方
経
済
の
調
製
―
―
」
翁
エ
ネ
ル

ギ
ー
史
研
究
―
―
石
炭
を
中
心
と
し
て
―
―
』
第

一
六
号
、
二
〇

〇

一
年
じ

に
お
い
て
、
麻
生
太
吉
の
直
接
的
な
考
え
と
し
て
述

べ
た

（九
頁
）。
し
か
し
そ
れ
は
私
の
誤
り
で
あ
り
、
こ
こ
に
訂

正
す
る
と
と
も
に
陳
謝
し
た
い
。
た
だ
、
そ
れ
で
麻
生
太
吉
が
別

稿
で
述
べ
た
よ
う
な
考
え
を
持

っ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。
別
稿
に
お
い
て
紹
介
し
た
他
の
引
用
史
料

（こ

れ
は
も
ち
ろ
ん
麻
生
自
身
の
考
え
で
あ
る
）
を
検
討
す
る
と
、
麻

生
は
別
稿
で
述
べ
た
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る

の
で
あ
る
。

（２２
）

明
治
四
〇
年

一
月

「備
忘
録
」
（な
―

一
九
）。

（２３
）

大
正
三
年

「営
業
上
重
要
書
類
」
（な
―

一
三
）。

（２４
）

麻
生
太
吉
日
記
大
正
八
年
二
月
二
四
日
条

（当
用
日
記
―

一

四
）。

（２５
）

「必
要
記
録
」
（肝
要
―
八
）。

（２６
）

麻
生
太
吉
日
記
大
正
九
年
三
月
二
〇
日
条

（当
用
日
記
―

一

五
）。

（２７
）

麻
生
太
吉
日
記
大
正
九
年
五
月
七
日
条

（当
用
日
記
―

一
五
）

に
は

「豊
洲
炭
山
ノ
一
件
」
に
つ
い
て
棚
橋
琢
之
助
九
水
常
務
と

打
ち
合
わ
せ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（２８
）

麻
生
太
吉
日
記
大
正
九
年
五
月

一
六
日
条

（当
用
日
記
―

一

五
）。（に

い
く
ら
　
た
く
お
ｏ
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
助
手
）
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